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小林まちづくり株式会社
平成 26 年、市のまちづくりを担う新たな会社として、地元企業などの出資により設立した「小
林まちづくり株式会社」、通称「こばまち」。その取り組みは TENAMU ビルに代表される施設
の運営から、観光商品の開発まで多岐にわたります。今回は、こばまちの設立の背景と今、そし
てこれからどこへ向かうのか紹介します

特
集

特集／小林まちづくり株式会社

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
、
小

林
市
の
活
性
化
を
願
う
市
民
や
企
業
を

中
心
に
、
商
工
会
議
所
、
宮
崎
銀
行
、

市
の
出
資
を
得
て
、
平
成
26
年
に
誕
生

し
た
民
間
企
業
で
す
。
最
大
の
特
徴

は
、
民
間
企
業
の
「
経
営
力
」
と
、
利

益
を
あ
ら
ゆ
る
形
で
ま
ち
に
還
元
す
る

「
公
共
性
」。
一
つ
の
企
業
や
行
政
で

は
で
き
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
を

推
し
進
め
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
立
の
背
景
に
は
、
中
心
市
街
地
の

衰
退
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
の
郊
外
化
や

大
型
化
、
消
費
者
の
購
買
行
動
の
変
化

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
平
成
25
年
の
中

核
的
商
業
施
設
の
閉
店
は
設
立
の
大
き

な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
中
心
市

中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
目
的

平
成
26
年
「
こ
ば
ま
ち
」
設
立

T
て な む

ENAMU ビル
まちなか複合施設「TENAMU ビル」は、小林まちづくり株式会社が、中心市
街地活性化の拠点として建設。平成 29 年 12 月 9 日にオープンしました。
１階にはスーパーマーケット、２階は交流スペースのほか、小林商工会議所な
どが入るオフィススペース、３階から５階は賃貸マンションとなっています。

　活気のあるコンパクトなまちづくりを推進す
ることを目的とした会社のこと。全国各地に多
数設立されている中で経営形態や、主体とす
る事業は市町村により
さまざまです。建物や
設備を整備する会社や、
イベント主催に注力す
る会社などもあります。

まちづくり会社とは

こばまちの令和 2 年度活動の一部を紹介します。
こんな活動しています！ 街

地
の
衰
退
は
小
林
市
全
体
の
衰
退
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
、
平
成
26
年
５

月
に
市
内
経
済
界
・
地
元
産
業
の
団
体
・

個
人
が
集
ま
り
「
小
林
市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
、
中
心
市
街

地
の
再
生
に
む
け
た
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
商
業
施
設
跡
地
の
再
開

発
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
の
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
商
工
会
議
所
、
地

域
の
民
間
企
業
・
有
志
が
出
資
し
、
同

年
11
月
「
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

が
誕
生
。
こ
の
活
動
を
行
政
も
支
援
す

る
こ
と
で
、「
民
間
の
視
点
」
と
「
公
共

性
」
の
両
面
の
機
能
を
持
つ
組
織
と
し

て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
、
通

常
の
株
式
会
社
と
同
様
に
、
取
締
役
社

長
を
は
じ
め
と
し
た
役
員
が
お
り
、
重

要
な
事
項
は
株
主
総
会
で
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
社
の
利
益
は
、

出
資
者
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
か
た
ち

で
“
ま
ち
”
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
10
人
の
社
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
市
街

地
開
発
、
特
産
品
開
発
事
業
、
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
を
展
開
。
市
内
産
品
の
販

売
促
進
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
に
限

ら
ず
地
域
全
体
の
活
性
化
も
図
っ
て
い

ま
す
。

　

民
間
企
業
の
経
営
力
を
応
用
し
都
市

経
営
を
行
う
う
え
で
、
固
定
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
事
業
展
開
を
経
営

方
針
と
し
、
市
民
の
「
ま
ち
へ
の
願
い

や
想
い
」
を
受
け
止
め
、
活
力
に
変
え

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
で
得
た
利
益
を

ま
ち
づ
く
り
に
還
元

TENAMU ビルはオープン以来多くの市民の憩
いの場となっています（写真はオープン当初）

　まちなかの、にぎわいを創出するため「ハロ
ウィンウォーク＆ナイト」のイベントを開催。
コロナ対策を重視し、少人数で開催できるイベ
ントのモデル事業となりました。

中心市街地にぎわい創出イベント

　生駒エリアの滞在型観光の可能性を探る実証
実験として「アウトドア・ワ―ケーションリゾ
ート in 生駒高原」を実施。仮設のグランピン
グエリアや、湧水など地域資源を活用したアク
ティビティのコンテンツを造成。県内モニター
参加者の評価も高く、地域資源を活用した新た
な観光につながる実証実験となりました。
※詳細は 12 ㌻に掲載

生駒高原グランピング実証実験

霧島連山の麓の雄大な自然の恵みを受けて育っ
た、質の高い農畜産物の魅力を最大限生かすた
め、生産者・事業者・販売者を繋いで、新しい
お土産や特産品の開発に取り組んでいます。

市内企業とのコラボ商品開発

循環型都市経営を目指して



ト
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

小
林
市
の
魅
力
を

世
界
に
広
め
る
た
め
猪
突
猛
進

小
林
市
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
に
全
集
中
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自
社
の
複
合
施
設
『
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ

ビ
ル
』
や
、
管
理
を
受
託
し
て
い
る
駅

前
の
『
Ｋき

っ

と

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
』
を
活
用
し

て
、
観
光
と
交
通
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
の
２
階
に
は
小

さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

読
書
な
ど
自
由
に
楽
し
め
る
空
間
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
の

２
階
に
は
貸
し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
こ

ち
ら
は
イ
ベ
ン
ト
か
ら
会
議
ま
で
幅
広

い
利
用
が
可
能
で
す
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
で
も
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
、
地
域
と
企
業
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
公
認
の
通
販
サ
イ
ト
『
ン
ダ
モ
シ

タ
ン
マ
ル
シ
ェ
』
の
管
理
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
業

務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
魅
力
あ

る
産
品
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
宣
伝
活
動
の
ほ
か
、
新
規

出
品
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
施
設
を
活
用
し
て

　

ま
ち
の
活
性
化
を
図
る

　

国
内
へ
の
観
光
推
進
事
業
と
し
て
、

団
体
向
け
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、
個
人
旅

行
者
向
け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

地
域
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で
は
訪
日
外
国

人
向
け
の
情
報
発
信
を
始
め
、
ツ
ア
ー

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
通
訳
な
ど
の
ア
シ
ス

ト
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
直
接
的
な
往
来

が
難
し
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
交

流
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
多
言
語

（
日
本
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
）
で
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
で
組

織
す
る
『
北
き
り
し
ま
田
舎
物
語
推
進

協
議
会
』
は
農
家
民
泊
体
験
・
田
舎
暮

ら
し
体
験
を
提
供
す
る
団
体
で
、
そ
の

事
務
局
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
関
東
地
方
の
学
校
の
修
学
旅
行
生

な
ど
に
民
泊
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

引
き
続
き
田
舎
体
験
の
良
さ
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
生
産
者
・
事
業
者
・
企
業
を

繋
げ
て
、
新
し
い
お
土
産
や
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
む
た
め
の
橋
渡
し
を
し

て
い
ま
す
。

●
国
内
外
の
旅
行
客
に

　

小
林
の
魅
力
を
発
信

特集／小林まちづくり株式会社

　

昨
年
6
月
に
市
公
認
通
販
サ
イ

ト
「
ン
ダ
モ
シ
タ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト

で
は
、
小
林
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

地
場
産
品
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
購
入
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
魅
力
あ
る
商
品
を
掲
載
す
る

こ
と
で
小
林
市
の
認
知
向
上
と
地

域
経
済
の
振
興
を
図
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
母
の
日
限
定
ギ
フ
ト

と
し
て
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
名

入
れ
グ
ラ
ス
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

セ
ッ
ト
を
数
量
限
定
で
販
売
し
ま

す
。
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く

だ
さ
い
。

市
公
認
通
販
サ
イ
ト
で
は

楽
し
い
企
画
を
展
開

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
市
内
を
周
遊
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
企
画
・
販
売
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
観
る
観
光
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の
地
域

の
物
や
人
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
体
験
型
観
光
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ツ
ア
ー
を
企
画
。

ツ
ア
ー
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
リ
ピ

ー
タ
ー
が
増
え
、
地
域
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
ツ
ア
ー
が
楽
し
そ

う
！
」「
私
の
所
で
こ
ん
な
体
験

で
き
る
よ
」
な
ど
観
光
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か
？

オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

小林に暮らす人の想いを活力に変える
　「まちづくり事業部」「観光推進部」の２つの部署で、10 人の社員が幅広い事業を展開する「こ

ばまち」。中には、私たち市民の生活や仕事とつながっていることも多くあります。それぞれの部

署の業務と目指していることを聞きました。

観光推進部
マネージャー
上
う え だ

田 卓
た く や

矢 さん
まちづくり事業部
兒
こ だ ま

玉 友
ゆ き

紀 さん

ま
ち
づ
く
り
事
業

◆
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
能

　

複
合
施
設
の
開
発
、
テ
ナ
ン

　

ト
賃
貸
、
ビ
ル
管
理

◆
市
街
地
エ
リ
ア
の
整
備

　

商
業
施
設
跡
地
周
辺
整
備

◆
イ
ベ
ン
ト
・
賑
わ
い
の
創
出

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用

　

、
空
き
店
舗
の
活
用
、
ま
ち

　

な
か
情
報
発
信

◆
物
販
・
飲
食
事
業

　

地
域
資
源
・
産
品
の
商
品
化

　

・
販
売

◆
各
種
受
託
事
業

　

ふ
る
さ
と
納
税
お
問
い
合
わ

　

せ
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
の
ソ

　

フ
ト
事
業
受
託

観
光
推
進
事
業
‐
Ｄ
Ｍ
Ｏ

◆
着
地
型
商
品
の
企
画
・
開
発

◆
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
化
に

向
け
た
企
画
・
開
発

◆
観
光
ム
ー
ビ
ー
に
よ
る
地
域

資
源
の
発
信

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
企

画
・
開
発

◆
市
民
の
観
光
ア
イ
デ
ア
実
現

化
に
対
す
る
支
援

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
が
取
り
組
む
事
業
内
容

●
農
家
民
泊
・
田
舎
ぐ
ら
し

　

体
験
を
提
供

●
新
し
い
可
能
性
を
生
み
出
す

　

商
品
開
発

●
地
場
産
品
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

　

市
公
認
通
販
サ
イ
ト

ツアーイベントの
様子

市公認の通販サイト

PICK UP!

PICK UP!

観光推進部
千
せ ん た

田 知
ち か

佳 さん
観光推進部
千
せ ん た

田 知
ち か

佳 さん
統括部長
木
き む ら

村 洋
ひ ろ ふ み

文 さん
統括部長
木
き む ら

村 洋
ひ ろ ふ み

文 さん

観光推進部
マネージャー
上
う え だ

田 卓
た く や

矢 さん
通販サイト
QR コード

KITTO 小林を活用した
イベントの様子
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特集／小林まちづくり株式会社

所 在 地

Ｔ Ｅ Ｌ
Ｆ Ａ Ｘ
E - m a i l
営業時間
店 休 日

　コロナ禍にいち早くホームペ
ージでテイクアウトを掲載した
り、中心市街地でイベントを開
催する取り組みはありがたいで
す。これからも中心市街地の人
通りが多くなるよう、一緒にが
んばっていきたいです。

一緒に中心市街地を盛り
上げていきたい

㈲
ダ
イ
ワ
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役

　
　

大お
お
く
ぼ窪 

和か
ず
と
し利 

さ
ん

　自社商品の活用を相談したと
ころ、（株）東京ミレニアムさ
んとのコラボ新商品の提案があ
り、商品化してみると大好評。
自分では考えもしなかった提案
だったので、製品化・販売のノ
ウハウ・人脈に感心しました。

ふとした相談から新商品
を一緒に作りました

〒８８６‐０００８
小林市本町１６
２７‐３２８０
２７‐３２５７
kobamachi1@road.ocn.ne.jp
９時～１７時
土曜・日曜・祝日

　学校や部活後、電車を待つた
めに、TENAMU ビル２階の交
流スペースや１階のスーパーを
よく利用しています。静かな環
境で勉強などにも集中できま
す。駅近くにあり、遅くまで利
用できるので助かっています。

交流スペースの落ち着く
雰囲気が好きです

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
利

用
者　

高
校
２
年

　

二ふ
た
み見 

そ
よ
か 

さ
ん

庸
山
窯

窯
元

　
　

川か
わ
じ路 

庸よ
う
ざ
ん山 

さ
ん

　ポピーやコスモスイベント時
のチラシを、こばまち、市観光
協会と協力して作成していま
す。今後も、生駒高原から市内
へ周遊したくなるような取り組
みなどに協力し、一緒に観光地
を盛り上げていきたいです。

県外から誘客の協力
市内への周遊を支援

　体験ツアーの相談を受けたの
がきっかけ。以降もこばまちと
一緒に活動する中で、販路拡大
のサポートだけでなく、地元の
方との新しいつながりが増えま
した。一緒に働くことが楽しみ
です。

こばまちを通して広がる
人とのつながり

定
食
屋
ご
は
ん
や

代
表

　
　

吉よ
し
ど
め留 

裕ひ
ろ
し 

さ
ん

花
の
駅 

生
駒
高
原

店
長

　
　

廣ひ
ろ
さ
わ澤 

和か
ず
ひ
ろ洋 

さ
ん

情 報 発 信 中
・ホームページ

・フェイスブック ・インスタグラム

https://kobayashi-machi.com
ホームページ
では市公認通
販サイトやテ
イクアウト料
理の飲食店な
どを掲載中

こばまちの活動を知る人
などまちの人の声を紹介

声まちの

宮崎銀行 TENAMU
ビル

観光協会観光協会

KITTO 小林KITTO 小林

小林
郵便局
小林
郵便局

小林駅
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中
核
的
商
業
施
設
の
跡
地
は
中
心
市

街
地
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
こ
こ
を
再
開
発
す
る

こ
と
が
足
が
か
り
に
な
る
と
考
え
、
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
同
じ
想

い
を
持
っ
た
同
志
を
集
め
る
た
め
出
資

を
募
り
ま
し
た
。「
利
益
は
株
主
へ
の

配
当
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
再
投

資
を
行
う
」
と
い
う
条
件
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
方
か
ら
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
資
の
96
㌫
は
個
人
・
民
間

の
方
か
ら
の
出
資
と
い
う
こ
と
は
、
裏

を
か
え
せ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
現

状
に
危
機
感
を
持
ち
、
市
の
活
性
化
へ

の
想
い
を
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

へ
託
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
“
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ

ビ
ル
”
や
“
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
”
な
ど

の
『
点
』
を
つ
な
げ
『
面
』
と
し
て
広

げ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
周
辺
に
新
し
い
飲
食
店
が

で
き
る
な
ど
、
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
、
地
主
と
事
業
者
を

繋
げ
る
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
中
心
市
街
地
の
た
め
の
会
社
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
は
中
心

市
街
地
か
ら
始
め
て
、
須
木
・
野
尻
地

区
を
含
め
た
市
全
体
の
活
性
化
を
目
指

し
た
会
社
で
す
。

　

事
務
局
と
し
て
活
動
す
る
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
な
ど
は
、
外
か
ら
人
を
呼
び
市
内
各

地
で
農
産
品
を
消
費
し
て
も
ら
う
な

ど
、
経
済
波
及
を
促
す
取
り
組
み
で

す
。
ま
た
、
農
畜
産
業
な
ど
裾
野
の
広

い
産
業
に
対
し
て
も
、
商
品
開
発
や
市

公
認
通
販
サ
イ
ト
の
運
営
な
ど
を
通
し

て
役
立
て
る
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が

小
林
の
魅
力
創
出
に
つ
な
が
る

市
の
活
性
化
を
願
う
市
民
の

想
い
で
つ
く
ら
れ
た
民
間
会
社

1962 年生れ、小林市出身。大学卒業後、
バックパッカーとして世界一周した後帰
郷、28 歳で㈱宮崎ツアーサービスを起
業。現在はグループ８社 1400 人以上の
社員を抱える『ひいらぎホールディング
ス㈱』の代表取締役会長兼社長を務める。

小林まちづくり株式会社

代表取締役社長 柊
ふ き ざ き

崎 庄
し ょ う じ

二さん

が
、
会
社
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
「
何
も
無
く
、
自
然
だ
け
が
多
い
小

林
」
と
言
う
方
も
い
ま
す
が
、
外
か
ら

見
る
と
そ
れ
が
魅
力
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
生
活
様
式
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、

ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
需
要
を
し
っ

か
り
と
取
り
込
む
た
め
の
検
証
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
市
内
各
地
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
の
み
な
さ
ん

が
、
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、
積
極

Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｖ

Ｉ
Ｅ

Ｗ

広
い
地
域
・
多
く
の
業
種
の

役
に
立
つ
会
社
を
目
指
す

最
大
の
強
み
で
あ
る
「
人
」
と

「
自
然
」
を
活
か
す
取
り
組
み

的
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
他
の
市
町
村
に
は
無
い
強
み
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し

つ
つ
、
民
間
企
業
と
し
て
一
つ
ひ
と
つ

の
事
業
結
果
に
こ
だ
わ
り
、
あ
わ
せ
て

情
報
発
信
強
化
に
も
会
社
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
た
め

に
も
、
市
内
に
活
気
と
魅
力
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
方
策
を
、
個
人
・
民

間
企
業
・
行
政
と
一
緒
に
取
り
組
み
、

積
み
重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担

う
会
社
と
し
て
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。


